
窓口・電算室プリンタ更新リース業務

仕様書



業務仕様書

１ 調達機器の品名及び数量

モノクロレーザープリンタ（窓口用） １２台

モノクロレーザープリンタ（窓口用）拡張給紙ユニット ６台

高速モノクロレーザープリンタ（電算室用） １台

２ 機器性能及び構成

モノクロレーザープリンタ（窓口用）については機種を「Fujitsu Printer XL-9382」に

指定。（他機種では基幹システムとの連携確認が不十分であるため。）

他機器については別紙『機器仕様書』に示す機器等について、同等以上の性能を有するこ

と。

３ リース期間

令和５年９月１日から令和１０年８月３１日（６０ヶ月）

※地方自治法第２３４条の３の規程に基づく長期継続契約による

４ 入札金額

リース期間分のリース料で算定し、入札金額（消費税抜き）として記入すること。

５ 納品期限

令和５年８月３１日

６ 納入場所

鳥取県東伯郡琴浦町大字徳万 591 番地 2ほか 琴浦町役場各課窓口及び電算室

※各課窓口分の詳細については別紙「配置内訳表」参照

７ 納品方法

本入札に係る物品の納入にあたっては以下のとおりとし、本町担当者の指示に従うとと

もに必要に応じて協議すること。

（１）機器の設定及び設置については、現地での調整までとし、基幹システムとの連携設定

については、別途発注する業務（以下「別業務」という。）にて行うものとする。

（２）別業務受注者と協議・調整を図り、機器の設定及び設置作業と別業務の作業日時を同

日とすることを原則とするが、やむを得ない事情により同日の作業が困難である場

合については、本町担当者が指定した場所で全ての機器の設定を行い、各窓口への

設置作業は行わないものとする。

（３）別業務で行う基幹システムとの接続・印字調整において、別業務受注者が行ったテス

トの結果、機器側に問題があった場合、速やかに別業務受注者と協議をし、対応を行

うものとする。



（４）納入及び梱包財の回収・処分のために要する費用は、受注者の負担とする。

８ 設置・既設機器撤去方法

（１）納入機器の搬入・設置については、本業務の範囲にて納入業者が行うものとする。

（２）設置位置については、各施設管理者と協議し決定すること。

（３）契約締結後に本町担当者からネットワーク設定に関する書類を受領し、納入機器に

設定を行うこと。

（４）既設のプリンタは、納入機器の設置に際して撤去・処分することとする。

（５）納入機器を設置位置へ搬入する際には、適宜、養生を施すこと。

（６）電源については既設機器が使用している AC100V のコンセントを流用することとする。

（７）クライアント PC の設定は別業務で行うものとする。

９ 機器保守

（１）調達機器を安定した状態で使用可能にするため、機器保守についても本業務に含むも

のとする。

（２）保守については、リース期間の５年間を基本として、６年目以降も１年単位で延長が

可能なこととする。なお、調達機器については本業務満了後、無償譲渡を受けて継続使

用することを想定している。

（３）障害発生などの連絡があった場合に迅速な対応を行うこと。

・連絡を受けた日の翌営業日までに訪問し、点検・修繕に着手すること。

・やむを得ない事情で翌営業日までに訪問できない場合には、電話連絡などで日程

を調整すること。

・やむを得ない事象により修理に日数を要する場合には、その理由について十分な

説明を行うこと。

（４）印刷に使用するトナー等の消耗品については、発注者が別途負担するものとする。

10 検査

（１）納品完了届を受領後、町は速やかに納入検査を実施し、その結果を受注者に通知する

ものとする。

（２）納入検査において、合格と認められないときは、受注者は本町担当者の指定する期日

までに物品の取り替え又は補正を行うこと。

11 支払い

納入検査を実施し、合格と認めた場合、『３ リース期間』に定める期間で生じるリース

料について、受注者の請求があってから次のとおり支払いを行う。

・当該使用月分にかかるリース料..........請求のあった日から３０日以内

12 その他

（１）本リース業務は、長期継続契約であり、町議会において、予算が減額され、または成

立しなかった場合には、当該契約の全部または一部を解除できるものとする。

（２）リース契約の締結後、この仕様書に定めのない事項及び疑義が生じた場合には、別途



協議するものとする。

13 連絡先

琴浦町総務課 DX 推進室 電話:0858-52-2111 ﾌｧｸｼﾐﾘ：0858-49-0000


